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T hi s p a p e r c o m p a r e s t h e テ
ーf o r m c o nj u n cti o n w ithi n

‥

att e n d a n t ci r c u m st a n c e s
‥

e x p r e s si o n s

w ith it s e q ui v al e n t i n t h e K o r e a n l a n g u a g e e s p e ci all y r e g a r di n g t r a n siti v e /i n t r a n siti v e v e rb

u s a g e w ith a ct u al e x a m pl e s t o fi n d c e rt ai n r ul e s t h a t e x pl ai n s th e p h e n o m e n o n .

I n J a p a n e s e e x a m pl e s , t r a n siti v e v e rb w a s u s ed i n b oth t h e [ A ヲ B ニ シ テ] -f o r m a n d [ A ヲ

B テ] -f o r m . O n th e ot h e r h a n d
,
i n t h e K o r e a n e x a m pl e s e q ui v al e n t , in t r a n siti v e v e r b w a s u s e d f o r

t h e [ A ヲ B ニ シテ] -f o r m a n d it s K o r e a n e q ui v al e nt [ A フt B 711 司
ol] -f o r m

,
m e a n w hil e

,
t r a n -

siti v e v e r b w a s u s e d i n t h e [ A ヲ B テ]
-f o r m a n dit s e q ui v al e nt [ A 喜 B ヱ] -f o r m .

I n t h e c a s e of [ A ヲ B ニ シテ】-f o r m a n d it s e q ui v al e n t [ A 7T B 刀l 司 ol] -f o r m t y p e , th e sit u a
-

ti o n i n t h e m ai n cl a u s e w ill o c c u r fi r st
,
t h e s u b o r di n a t e cl a u s e w ill o c c u r l a t e r i n c h r o n ol o gi c al

o r d e r . O n t h e ot h e r h a n d
,
f o r t h e [ A ヲ B テ] -f o r m a n d it s e q ui v al e n t [ A 喜 B j l] -f o r m t y p e ,

t h e sit u a ti o n i n t h e s u b o r di n a t e cl a u s e a n d t h e sit u a ti o n i n t h e m ai n cl a u s e o c c u r s si m ult a n e o u sly

o r th e sit u ati o n i n s u b o rdi n at e cl a u s e o c c u r s b ef o r e th e sit u ati o n i n t h e m ai n cl a u s e .

1 . はじめに

a

b

C

d

私はの どをからか らに して話した｡ (他)

* 私は の どがからからにな っ て話した｡ (自)

* tl 吉 皇皇+皇室旦盈 _旦重 曹憩q
-

. (他)

叫吉 号 Ol 竜巻斗711 司ol せ戦中. (自)

日本語で は､ 下線部の 付帯状況の 表現に他動詞を用 い る｡
一

方､ 同じ意味を韓国語で表す

場合は他動詞 で はなく ､ 自動詞を用い る｡ 本稿で は日希両語の テ形接続 ･ j 1 形接続によ る

付帯状況 の表現 の中で ､ 自他の 対応を異にするものが存在する点に注目し､ そ こにある種の

規則性が見い だせ る ことを､ 具体例を挙げて述べ る ｡
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2
. 付帯状況の 表現 の特徴

こ こで 言う付帯状況の 表現とは ､ 益 岡隆志 ･ 田窪行則 (1 99 2) に従 い ､ ｢ ある動作に付随

する状態や ､ ある動作と同時並行的 に行われる付随的動作を表すもの+ と規定して おく ｡ 日

本語に は ､ ｢ テ レ ビを見ながら､ 掃除をした+ の ｢ - ナガ ラ+ ､ ｢ ドアを開けたまま､ 外に出

た+ の ｢ - タ マ マ+ の ように ､ 付帯状況を表す形式は ､ テ形以外にも い ろ い ろある ｡

こ こで ､ 付帯状況の 表現 の 特徴に つ い て少し触れる こ とにする ｡ 付帯状況 の 定義に照 らし

て ｢ 手を上 げて道路を渡 っ た+ ｢ 窓を開けて寝た+ ｢ 音楽を聴い て掃除を した+ と いう文 を見

ると ､ 下線部 の ｢ 手を上 げて+ ｢ 窓を 開けて+ ｢音楽を聴い て+ は ､ 述語の ｢ 道路を渡る+

｢ 寝る+ ｢友達を待つ+ 行為に付随する動作と言える ｡

こ の 場合 ､ 付帯状況を表すテ形接続の 従属節 ( 以下 ､ テ節) と主節の 動作主体は
一

致しな

ければならない と いう特徴を持 っ て い る ｡ 実際､ 違う動作主体を用 い た表現 に変えると､ 例

えば ｢ 彼が手を上 げて ､ 彼女が道路を渡っ た+ の ような単なる並列の 意味に な っ て しまうこ

とが分か る ｡ こ れは テ形接続の 持つ 性質として ､ 付帯状況 を表す以外に ､ ｢ 手段+ ｢ 継起+

｢原因+ ｢ 並列+ 等の 意味をも表し得る ことに起因 して い る ｡ つ まり､ テ形接続は､ ｢ - タ マ

マ+ ｢ - ナガ ラ+ の ような典型的な付帯状況の 表現で はな い ため ､ 付帯状況 を表して い るか

否かを文脈で 判断し､ せ い ぜ い ｢ - ような場合 には付帯状況を表せ る+ と い う言 い 方しかで

きな い ①｡

3 . 考察対象となる現象

日本語で は付帯状況を表すテ節に他動詞を用 い るが､ 韓国語で は他動詞を用 い る こともあ

れば､ 自動詞を用 い る場合もある｡ 次の 例 の ような､ 日本語 の ｢ A ヲ B ニ シテ+ で表される

付帯状況 の 表現が ､ 韓国語で は ｢ A 7T B 711 司 ol ( - A ガ B ニ ナ ッ テ)+ で 表される場合で

ある｡

自他の

区分
日本語 韓国語

8

他 私はの どをからからにして話した ｡
* tI 吉 号% 巻召斗711 斗 ヱ l ]

E
T -頚中.

自
*

私はの どがからからにな っ て 話した ｡ ヰ吉 号ol 巻巻斗711 司 ol せ戴q -

.

9
他 彼は顔を真 っ 赤に して怒 っ た｡ ユ 古 里音喜 祁せ沓刀1 %T- ヱ 卑城q

-

.

自 * 彼は顔が真 っ 赤にな っ て怒 っ た ｡ ユ き 聖書 ol ^n せ沓刀1 司 ol 卑城中.

①三 宅知宏 (1 9 95) は ､ 付帯状況の表現 ｢ - ナガ ラ+ ｢ - タ マ マ+ ｢ - チ+ の 相互間の置き換えの 可能性に

つ い て論じて い る ｡

-
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テ形接続によ る付帯状況 の 表現に見られる動詞 につ い て

1 0

他
彼女は顔を汗だくに して庭仕事をし * コ t;l 古 里音 % 骨tn. ] 司 旦 呈 斗ヱ

た｡ 瑠包 oj % 憩中.

自

*

彼女は顔が汗だくにな っ て庭仕事を ユ t;l 吉 ･ 聖書 ol 骨唱司 ol 司 ol

した｡ 瑠包
oj % 戦中.

′

l l

他
彼女は唇を真 っ 青にして水の中で泳い * ユ t;l 吉

O

j 喜書 棚斗曹711 市 立 号

だ｡ 今oll ^l ql 雪嶺q -

.

I

自

*

彼女は唇が真 っ 青にな っ て水の中で ユ t;l 吉
o

j 喜 ol 人Ⅵ斗曹711 司 ol 昔

泳い だ｡ 今oll ^l 5]l
o ]
t ] 忍q

-

.

上例 の ように ､ 日本語の 場合 ｢ A ガ B ニ ナ ッ テ+ を用 い ると､ どれも付帯状況として成立

し得なくなるが ､ 韓国語の場合は､ ｢ A ヲ B ニ シテ+ より ｢ A 7t B フIl 司 ol ( - A ガ B ニ ナ

ッ テ)+ を用 い た方が ､ かえ っ て 自然 な文になる ( ただし例 9 は ｢ A ヲ B ニ シテ+ を用 い て

も不自然で は ない) ｡ ｢ A 喜 B 刀1 申 立 (
- A ヲ B ニ シテ)+ を用 い て も付帯状況として 成立

しない こ とはな い が､ こ の 場合 は ､ 他動詞性が強調されて い る ため ､ 下線部の行為が ｢ わざ

と行う+ と解釈されやすい ｡ 例 1 を見る と､ そもそも ｢ わざと､ の どをからからにする+ と

い う行為自体が ､ 常識 的にあり得ない ｡ 日本語の 場合 ､ ｢ A ガ B ニ ナ ッ テ+ を用 い れば非文

になる反面､ 韓国語の場合は ､ ｢ A 7T B 711 司
ol ( - A ガ B ニ ナ ッ テ)+ を用 い た方が自然で

あり､ ｢ A 喜 B 711 可 ヱ ( - A ヲ B ニ シテ)+ を用 い ると､ ｢ わざと､ の どをからからにする+

とい う不自然な解釈を招い て しまう｡

こういう現象を以下で詳しく考察する ｡

4
. 分析

4 . 1 分析の た め の 前提

本稿で はテ形接続の みを考察対象とし､ ｢
- ナガ ラ+ ､ ｢ - タ マ マ+ で の接続は除外する ｡

( e) 彼は顔を真 っ 赤に して怒 っ た｡ ( ニ ュ 吉
ol
e 音 % Jql せ沓711 申立 卑城q

-

.)

(f) 彼は顔が真 っ 赤にな っ たまま怒 っ た｡ ( ニ ュ 吉
ol
e 音 Ol T̂I せ沓711 包 ヌ 卑城中.)

上 の 例の ｢ A ガ B ニ ナ ッ 夕 マ マ+ の 場合､ ｢ A ヲ B ニ シ テ+ との ニ ュ ア ンス の 違 い は多少

あるが ､ ｢ - ニ シテ+ との 置き換えに問題はな い ｡ しか しこ の場合､ ｢ A ヲ B ニ シ テ+ が ｢ A

ガ B ニ ナ ッ 夕 マ マ+ に変わり､ 自動詞を用 い た付帯状況の 表現になる ｡

一

方､ 日本語の ｢
- ナガ ラ ( 同時進行)+ と同 じ意味を持つ 韓国語の ｢ - Ti]+ の 場合は ､

g

h

l

ユ t ;l 三 貴斗卑% 尊卑虫垂 司男卑. ( = 彼女は裾をはため かせて走 っ た｡)

* ユ t ;l 吉 皇丑空包_ _豊里且旦 羽虫ヰ.

* ユ t ;l 吉 共和卑ol 卓司 ol 旦 羽虫ヰ.

( - * 彼女は裾がはた めきながら走 っ た｡)

( - * 彼女は裾が はた め い て走 っ た ｡)
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｢ 卓司 ol q
- - は ためく ･ はため かせ る++ は自他両方の 性質を持つ 両用動詞②である ため ヲ

檎 ( - 喜 格) とガ格 ( - o1 格) 両方とも呼応する ｡ 上 の 韓国語 の例 は ､ (g) の よう に下線部

に は他動詞に よ る付帯状況 の 表現が用 い られる方が最も自然で あり､ 当然､ 対象 (其ス一考 -

裾) も他動詞と呼応する ヲ格 ( - 喜格) によ っ て表されなければならな い ｡ (h) ､ (i) の 場合 ､

両方とも自然な文で はな い が ､ 実際の 会話にお い て ｢ 電司 ol q -

(他)+ に ｢ - 可 ( - - ナガ

ラ)+ を つ けた形をとり､ ( g) の 意味で使われる こともまれにあるようである ｡

この ように ｢ - タ マ マ+ と ｢ - ナガラ+ は自動詞を用 い ても付帯状況 の 表現 として成立す

る場合が生 じる ため ､ 本稿で は取り扱わない こ とにする ｡

4 . 2 ｢ A ヲ B テ+ ｢ A 喜 B ヱ+

日本語 で は付帯状況を表すテ節に ､ 必ず他動詞を用 い る ｡
一

方､ 韓国語で は日本語の 付帯

状況を表すテ節にあたるもの に､ 他動詞を用 い ることが圧倒的に多い が ､ 自動詞を用 い る場

合がなくはな い ｡

まず､ 日本語と韓国語､ ともに他動詞を用い て付帯状況を表す場合を以下 に示す｡

自他の

区分
日本語 韓国語

1
他 私は声を出して泣 い た｡ tl き 土司書 tn ヱ % 労q -

.

自
*

私は声が出て泣 い た｡
*
tJ 壬 生司7T ･ tl ^l % 男卑.

2

他
彼は声を震わせて怒りをあらわにし

た｡
ユ 吉 草生司書 電工 昔土喜 三司城中.

自
*

彼は声が震えて怒りをあらわ にした｡
* ユ き 早生司 7T ･ 雪司 昔 土喜

三司城中.

3

他 彼は体を左右に揺らして 歩い た ｡ ユ 主 音% 卑♀呈 t]l 喜刀司 ヱ 召思q -

.

自
*

彼は体が左右に揺れて 歩い た ｡
*
コ 主 音 ol 卑♀呈 t]l 喜71 司 召盟q

-

.

4
他 彼女は裾をはためかせて 走 っ た ｡ ユ t;l 吉 其斗草書 電司 71 司 ヱ 司男卑.

自
*

彼女は裾がはためい て 走 っ た ｡
*
ユ t;l き 其斗卑ol 卓司 71 司 司男卑.

5

他
父 はずるずる音を立 てて ラ ー メ ン を食 oT 可xl 王 手子羊 土司書 tJl 五 年包含

ベ た ｡ 可忠ヰ.

自

*

父はずるずる音が立 っ て ラ ー メ ンを
* oT 一切 Rl 古 手手早 仝司7T - tl ^l

食 べ た ｡ 可l?]u % 可男卑.

②寺村秀夫 (1 9 8 2 a) は第5 章 ｢動詞の 自他 一

語桑的態の類型+ で ､ ある共通の 語根か ら自動詞､ 他動詞が

派生 した と見られ るもの の タイ プ の 自動詞､ 他動詞を ､ そ れぞれ ｢相対自動詞+ ｢ 相対他動詞+ と し､

形態的に対立する他動詞の ない 自動詞を ｢ 絶対自動詞+ ､ 形態的に対立する自動詞の な い他動詞を ｢ 絶

対他動詞+ ､ 自他両用に使われるもの を ｢両用動詞+ として い る｡

-
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6

他
少年は思い 出の こも っ た模型飛行機を 土 tj. i 書 手

ol
1

01 曾zJ 王領Ijl 8B 71 喜

丞逆上互涙を流した｡ せ司ヱ 古書 % 喜意中.

自

*

少年は思い 出の こも っ た模型飛行機
*

仝 ta.i 書 手Qj ol 一骨71 王領Ijl
%B 71 7t

壁丞を竺涙を施 した｡ せoT ･ 古 書% 喜労q -

.

7

他
社長は深夜まで社員を働かせて 実績を ^T 奇書 J

^

j ot7 7T
･ xl 人一旬喜

oj 斗711 申 立

積んだ ｡ ･
^

a 司 % % 憩中.

自

*

社長は深夜まで社員が働い て 実績を
* ^T 奇書 ^j ot7 7T xl ス一名ol oa 胡

積んだ ｡ J
^

a 召 % 与党斗.

上例 の 中で ､ 下線部に他動詞が用 い られて い る文は ､ 付帯状況として成立してい る ｡ 本稿

で最も言 い たい ことであ る､ ｢事態の 時間的順序+ で言うと､ 上 にあげた付帯状況 の 意味を

持つ 例 は ｢ 従属節の 動詞 V l と主節の 動詞 V 2 が同時に起 こ る+ か ｢ 従属節の 動詞 V l が主節

の 動詞 V 2 に先行する+ と い う意味構造を持 つ もの で ある ｡

して泣 い た+ と ｢ 中吉 土司書 切立

たとえば､ 例 1 の ｢私は声を出

% 忠q
-

+ は ､ ｢泣 い た+ こ とに よ っ て ｢声が出た+ とは

とらえられなく､
p
r 声を出す+ ｢泣く+ の 二 つ の動作が 同時に行われて い て ､ ｢ 従属節の 動詞

v l と主節の 動詞 V 2 が同時に起こ る+ と いう意味構造で あ る ｡ また ､ ｢ 声を出した+ の も

｢ 泣 い た+ の も ｢私+ が行っ た行為で あり､ 日韓両語ともに従属節と主節が
一

つ の 動作主体

で 表され､ 付帯状況として の 意味解釈が容易なもの にな っ て い る｡

一

方､ ｢私は声が出て泣い た+ ｢ 中吉 生乳吐 _吐生 % 忠中+ の ように ､ 自動詞を用い た場合､

まず使わ か ､ 文に な っ て しま い ､ あえて解釈するなら､ ｢声が 出たから泣い た+ とい う ｢ 原

因 ･ 理由+ の 意味にしかならない という点も共通して い る ｡

4 . 3 ｢ A ヲ B ニ シ テ+ ③ ｢ A 7t B jn 司Ol+

前述 した ｢付帯状況の 表現の 特徴+ の繰り返しに なるが ､ 付帯状況を表す節の 動作主体と

主節の動作主体は同じで あるため ､ 動作主体は 1 回しか現れな い ( これは テ形接続で も同じ

で ある) ｡ 言 い 換えれば､ 付帯状況の 表現として成立するため に は ､ 主節と付帯状況を表す

節の 動作主体が
一

致しなければならない ､ と い うことになる ｡ 以下 に例を示す｡

③ B がイ形容詞の場合は ｢ A ヲ B ク シテ+ となるが ､ ｢ A ヲ B ニ シ テ+ と の文 の 中 の役割に差が見られな

い ため､ 代表的な形として ｢ A ヲ B ニ シ テ+ と表記する｡
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自他の

区分
日本語 韓由語

8

他 私はの どをからか らにして話 した｡
*
tl 吉 号音 召巻斗刀1 斗ヱ せ憩q

-

.

自
*

私はの どがか らからにな っ て話した ｡ t＋旨 号ol 巻巻斗711 司 ol せ憩ヰ.

9
他 彼は顔を真 っ 赤にして怒 っ た｡ ユ 吉 聖書% 瑚せ沓jll 申 立 卑城中.

自
*

彼は顔が真 っ 赤になら て怒 っ た｡ コ 喜
O I
E 音 Ol 瑚せ沓刀l 司 ol 卑城中.

1 0

他
彼女は顔を汗だくに して庭仕事をし ･ コ t3l 吉

O I
E 音% 骨唱司 9 _ 主 斗 ヱ

た｡ 頚堪oj % 頚q
-

.

自

*

彼女は顔が汗だくにな っ て庭仕事を ユ t;l 吉
O l
e 音 ol 骨til., t ill Ol 司 ol

した ｡ 瑠竜oj 喜 頚q .

l l

他
彼女は唇を真 っ 青にして水の 中で泳 い ･ ユ t;l 吉 OJ 喜書 棚斗曹711 司-

ヱ 号

だ ｡ キ oll ^l i7l o ]T , 裁可.

自

*

彼女は唇が真 っ 青にな っ て水の中で コ t;l 吉
o

j 喜 ol 人¶斗曹711 司ol 号

泳い だ｡ 牟 oll ^l ql雪嶺q -

.

1 2

他 彼女は目を丸くして その場面を見た｡
･ ユ t ;l 主 旨 % 号 ユ 普711 申 立 コ

杏匂% 敦q- .

自

*

彼女は目が丸くな っ て その場面を見 コ t ;l 主 旨 ol 音 ユ 曹711 司 ol コ

た｡ 杏匂% 敦q -

.

1 3

他
彼は目を真 っ 赤に して パ ソ コ ンと格闘 ･ コ 三 吉書 棚せ沓刀1 申立 召帯司卑

した｡ 叫喜想q -

.

自

*

彼は目が真 っ 赤にな っ て パ ソ コ ンと ユ 主 旨 o1 人月曹沓刀1 司 ol 召昔日斗

格闘した｡ 4q 舌戦中.

上に示した日本語の 例の ｢ A ヲ B ニ シテ+ を用 い た文は ､ すべ て ､ 従属節 ｢ A ヲ B ニ シテ+

と主節の 動作主体が 一 致し､ 意味解釈が容易な文にな っ て い る ｡･ しか し､ ｢ A ガ B ニ ナ ッ テ+

を用い た場合は､ ｢ の ど+ ｢ 顔+ ｢唇+ ｢ 目+ 等､ それぞれ対応する ｢ A ヲ B ニ シテ+ 文の 目的

語 にあたるもの が､ 動作主体として ガ格で表されて い る ｡ これは文全体の 中に動作主体が2

つ 現れるこ とになり､ そ の結果 ､ 付帯状況として の解釈を難しくしてい る ｡
一

方､ 韓国語の 例 は､ ｢ A 喜 B 刀l 可ヱ ( - A ヲ B ニ シテ)+ を用い ても付帯状況の 表現と

して成立 しな い こ とはな い が ､ こ の 場合 ､ 下線部が ｢ ＋ 意図性+ を帯び て ､ ｢ わざとの どを

からか らに した状態で話す+ とい う意味の ､ 実際に は考えられない 文にな っ てしまう ｡ 結果

的に付帯状況の 表現として の 解釈が困難 になり､ 並列に近 い 意味になる｡ ただし､ 例 2 だけ

は ｢ A 喜 B 711 申 立+ ｢ A 7t B 711 司 ol ( - A ガ B ニ ナ ッ テ)+ 両方とも付帯状況 として成立

するが ､ なぜ可能なの かとい うとこ ろまで は本稿で は言及 しない ｡

上 にあげた日本語と韓国語の 例 の付帯状況として成立する文は ､ すべ て ｢ 主要な事態 ( 主

節/ 動詞 V 2) の 結果､ 付随する事態 ( テ節/ 動詞 V l) が起こる+ とい う意味構造 を持つ ｡

たとえば､ 8 で は ､ 話したことで ｢ の どがからからになる+ とい う変化が ､ 9 で は､ 怒 っ た
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テ形接続に よ る付帯状況の 表現 に見られる動詞 に つ い て

ことで ｢ 顔が赤くなる+ という変化が, 1 0 で は､ 庭仕事をした ことで ｢顔が汗だくになる+

と いう変化が起 こ るの で ある ｡ V l ､ V 2 の 二 つ の 動作に よ っ て表現される動作の 起 こ る順番

が､ 厳密に決ま っ て おり､ 逆 になる こ とはな い ｡ つ まり､ 日本語で ｢ 主要な事態の結果とし

て付随する事態が起 こ る+ と い う意味構造 を持つ ｢ A ヲ B ニ シテ+ 型 の付帯状況の 表現 は､

韓国語で は自動詞を用 い た ｢ A 7T
･

B 711 司ol+ と い う型の 付帯状況の 表現で用 い られる ､ と

言える｡

5 . まとめ

これまで の考察を以下に簡単な表でまとめ る｡

日本語 韓国語 日本語 韓国語

事態の

順序
V 2 > V l V l ≧ V 2

自他の

区分

他動詞 自動詞 他動詞 他動詞

｢ A ヲ B ニ シ テ+ ｢ A 7T
･

B 711 司ol+ ｢ A ヲ B テ+ ｢ A 喜 B ヱ+

A : 動作主体の 身体の 一 部分を表すもの A : 動作主体の 身体の 一 部分を表すも

/ B : 形容詞 の ､ ある い は所有物/ B : 他動詞

① 本稿で挙げた例 は､ 日韓両語とも に､ 主要な事態 ( v 2 ､ 主節) とそれ に付随する事態

( v l ､ テ節) からな っ て い るもの で ある ｡ 付随する事態とい うの は､ 付帯状況の 表現を

指す｡

② その うち､ 日本語の ｢ A ヲ B ニ シ テ+ と､ それ に対応する韓国語の ｢ A 7t B 711 司 ol -

A ガ B ニ ナ ッ テ)+ は ､ 主節の 表す事態の 結果として の 変化で ある ｡

(彰 こ の場合､ 日本語で は､ 従属節と主節の表すそれぞれ の で きごとを
一 つ の事態として認

識する の に対し､ 韓国語 で は､ 二 つ を別々 の事態 として認識す る傾向が ある､ と考えら

れる｡

6 . 終わりに

こ れまで 日韓両語 の付帯状況 の 表現 に見 られる動詞 の 自他 の対応 につ い て見て きた｡ しか

し､ 韓国語の 例 9 が どうして他動詞で も自動詞でも可能なの か､ そ の理由を探るこ とまで に

は至らなか っ た ｡ 今の段階で は は っ きりとした裏づけになる ほ どの 説明はで きな い が ､ 実際

の 会話にお い て ｢ ユ 壬 生量皇
_
過
_
空室遡j ヒ皇 卑

tA
, ^ q + だけが ､ 他の 韓 国語例 の 自動詞を用

い た表現同様に多く使われて い るためで はない かと考えられる ｡

今回はテ形接続に 限定し､ その 下位分類の ｢
- ニ シテ+ を ｢ - 711 司ol+ に ､ ｢ - ニ シテ+

以外の ｢ - チ+ を ｢ - 711 申 立+ に対応させ て観察したが ､ はたして日本語 の ｢ テ+ と韓国
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語の ｢ ヱ+ がぴ っ たり対応す るかどうかという ことに つ い て ､ も っ と調 べ なくては ならない ｡

こ の 点をし っ かりおさえた上 で ､ 今後 ｢ - ナガ ラ+ や ｢ - タ マ マ+ ､ さらに ｢ - ナイ デ+ ｢ -

ズ ニ+ 等の 否定形をも取り入れて考えて い きたい ｡

最後になりましたが､ 本稿をまとめ る にあた っ て ､ 草稿段階で の発表の機会を与えてくだ

さ っ た新潟大学言語研究会の皆様に､ こ の場を借りて御礼申し上げます｡
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